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 NO. ３０５ 

２０２６ ６- 月 
   

-－ 支援会員・寄金 3,000円（年額） 
＊会員には、本通信を配布します。 

「目の前の子どもたちから今と未来を考える」 

                 認定NPO法人北海道自由が丘学園・代表理事 奥村美奈 

 ここでこども達とかかわる中でいつも自問していることがあります。 

自分は、“ここへ通ってくれる子ども達にどんな風に育ってほしいんだろう？”“どんな大人にな

ってほしいと願っているんだろう？” この北海道自由が丘学園月寒スクールには約 30 年積み上

げてきた歴史があり、一貫した理念があります。 （以下は自由が丘月寒スクール「パンフレット」から） 

・自由にのびる、一緒にのびる  ・共に学びあい、共に創る 

・子ども達が主人公＝学び成長する主体 

 こうした理念のもと、スタッフは子ども達に何かを教え込むのではなく、「なんだか面白そう」「自

分もやってみたい」「もっと知りたい」「そういうことだったんだ！」を引き出そうと、好奇心を刺

激したり学びの種をまいてみたりと知恵を絞っています。行事もルールも子ども達が主体となって

みんなで考え、この学び舎を創っています。 

ここで子ども達と毎日過ごしていると、ワクワクした表情、何かに夢中になって取り組む姿、仲

間の中で見せる弾ける笑顔、自分の持ち味に気づき自信をつけた姿、自然と触れ合って気持ちよさ

そうにしている様子・・・いい顔しているなぁ！と思う瞬間がたくさんあります。一番根っこにあ

るのはこうした「いい顔が見たいという思い」だと気づきます。 

ときには、ケンカも悩みも不安もあるのが当たり前。そうしたときには支えられたり支えたりし

ながらそれぞれのペースで成長していく。こうした積み重ねが将来自分の道を見つけ、豊かに生き

ていく力を育むことにつながると信じ、「目の前の子ども達一人ひとりにとって最善になっている

か？」と日々考え続けていきたいと思います。 

[筆者は教育スタッフ、主に小学部担当＋行事・生活サポート。今般NPO総会で代表理事就任。子育て現役中です]   

P1：巻頭言 

P2：ﾋｭｰﾏﾝﾄﾗｽﾄ/教育実践 

普及､会費納入、まおい情報他 

ｐ3： NPO年次総会、新役員紹介  

ｐ4-5：「NPO’26事業計画・予算等」 

（’25事業報告・決算等/前号） 

ｐ6-7： 農業実習、小学部レポート 

ｐ8：ｴｯｾｰ/26年度へ、ｶﾚﾝﾀﾞー 他 

 ＊｢チラシ｣： 
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◆ 5/22 農業 in余市 ◆ 

農業実習の始まり～前週に起耕・芋

植、今週は全体で野菜苗植え！ 

（場所変り､広い畑を皆でガンバル） 
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